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第１２９３号(２月６日、JR六甲道駅) 
  道路陥没、甲斐さん大深度法に異議 
第１２９４号(２月13日、六甲中止) 
  ２.１８県庁前ヒューマンチェーン 
第１２９５号(２月20日、王子公園駅) 
  兵庫県政を取り戻す人間の鎖 
第１２９６号(２月27日、阪神大石駅) 
  原発最大限活用表明の石破に抗議 
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新社会党 灘総支部 

   ０７８－８０１－６５３０ 
 

NPO 法人 働く人の相談室 
   ０７８－９４５－７７０３ 
 
 

南海トラフ周辺で予想されるМ８～９

の巨大地震。発生確率は「１０年以内３

０％」「３０年以内では７～８０％」と言

われています。それでも原発を再稼働し、

新設は狂気の沙汰です。 

 原子力村(原発業界の産・官・学の特定

の関係者の村社会的集団)の利益集団が

国民の声を無視して推進しています。 
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百条委員会の調査報告書が公表されました。「パワハラは

おおむね事実」と認定され、「元県民局長への処分は不当」

であり「名誉を回復」するよう提言しています。 

昨年１１月の知事選で「斎藤・立花２馬力選挙」に維新の

会所属の２県議が関与していたことも判明しました。百条委

員会内部からウソの個人情報が漏洩され、それをもとに立花

がデマを拡散し、選挙結果に多大な影響を与えました。 

民主主義の根幹である選挙の公平性が大きく損なわれたの

です。ＳＮＳ等による誹謗中傷は、選挙後も続き、県会議員

の命さえ奪われています。無法状態が続き、斎藤知事は他人

事の答弁に終始し、この事態を放置しています。 

この状況を変えられるのは主権者である県民です。今こそ

声を上げましょう。事態を転換させ、県政の混乱に終止符を

打ちましょう。 下は県庁前ヒューマンチェーン(２月 18 日) 

 日本における基地強靭化や特定港湾空港制度による民間港湾

の軍事利用という軍事拡大の情勢の中で、自治体の非核化によ

る軍事利用の拒否は改めて重要になっています。日本で初めて

港湾の非核化を実践した「非核神戸方式」が１９７５年３月に

始まってから５０周年になります。今こそ非核神戸方式を全国

に広めることが求められています。 
   
 
 
  基調講演 非核神戸方式を振り返り、今こそ全国へ 
    講師 浜 恵介さん(立教大学兼任講師) 
    講師 新倉裕史さん(ヨコスカ平和船団) 
  特別報告① あわはら富夫さん(神戸市会議員) 
        斉藤けい子さん(苫小牧非核条例を考える会 ) 
  特別報告② 山崎秀一さん(元自治労高知県職労委員長 ) 
        藤井幸子さん(平和憲法を守る八重山連絡協議会 ) 
 

福島原発事故から 14 年、事故の終息宣
言はまだ。深刻な状況が続いています。 

日本の全原発を止めた時もあります。
世界ではイタリア・ドイツ・台湾などが
脱原発に動きましたが、日本政府は原発
推進を打ち出し、老朽原発が再稼働され
13 基が稼働しています。一番古い高浜原
発は 50 年を超えました。関東以北では
13 年あまり停止していた女川原発を再 

稼働させました。地震予知はできないというのが専門家
の認めるところですが、地震調査委員会は 2023 年、南海
トラフ巨大地震が 20 年以内に発生する確率は 60%程度
としました。事故が起きれば、私たちの身に何が起きる
のか、原発を止めた元裁判官と声を上げる避難者のお話
をお聴きして迫りくる現実に向き合いましょう。 
 


